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議
会
だ
よ
り

と
き
わ
存
在
感
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
整
備
計
画
で
は
、
外
観
は
復
元
、

内
観
は
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
予

定
で
、
当
時
の
建
具
や
デ
ザ
イ
ン
を

生
か
し
た
空
間
を
つ
く
り
ま
す
。

　

１
階
部
分
は
、
常
時
職
員
が
配
置

さ
れ
、
案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
と
事
務
所

が
設
置
さ
れ
ま
す
。
来
訪
者
に
広
い

休
憩
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

情
報
交
換
の
場
と
し
て
口
コ
ミ
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
旬
な
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

２
階
部
分
は
主
に
展
示
ス
ペ
ー
ス

で
、
内
子
町
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
常
設
展

示
に
加
え
、
季
節
や
話
題
に
応
じ
た

テ
ー
マ
別
の
展
示
を
行
い
、
常
に
情

報
を
更
新
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
内
子
町
を
旅
す
る
導

入
部
と
し
て
、
興
味
を
引
く
展
示
、

現
地
に
足
を
運
び
次
の
観
光
行
動
に

つ
な
が
る
よ
う
な
展
示
に
す
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
旅
の
楽
し
み
方
が
変
化

し
、
地
域
の
伝
統
に
触
れ
た
り
、
非

日
常
的
な
体
験
を
し
た
り
、
人
と
の

出
会
い
を
求
め
た
り
と
、
明
確
な
目

的
を
持
っ
て
旅
す
る
人
が
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
旅
行
者

の
要
求
に
応
え
な
が
ら
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
々
を
応
援
し
、
内
子
町
全

体
の
魅
力
を
伝
え
る
施
設
が
あ
る
こ

と
は
、
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
個
性
あ
る
魅

力
を
発
揮
し
、
文
化
に
磨
き
を
か
け

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
連
携
し
て

い
く
。
そ
の
中
心
施
設
と
し
て
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
活
躍
す
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
　
武
知
正ま

さ

照て
る

　

上
芳
我
家
住
宅
は
、
明
治
期
に
木

蝋
生
産
で
栄
え
た
本
芳
我
家
の
筆
頭

分
家
・
上
芳
我
家
の
屋
敷
で
す
。
木

園
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
に
入
る
前

に
、
テ
ー
マ
や
特
色
、
注
意
点
な
ど

を
事
前
に
学
び
、
理
解
を
深
め
て
か

ら
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り

公
園
内
を
楽
し
め
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
内
子
版
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
は
、
内
子
町
全
体
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
見
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

文
化
・
歴
史
・
産
業
・
自
然
・
食
・

郷
土
資
料
・
体
験
活
動
な
ど
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
同
施
設

が
拠
点
と
な
り
、
人
や
情
報
の
交
流

を
促
進
し
、
町
内
に
点
在
し
て
い
る

魅
力
を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
も
重
要

な
役
割
で
す
。

　

同
図
書
館
は
、
木
造
二
階
建
て
、

築
75
年
の
古
い
建
物
で
、
も
と
は
警

察
署
で
し
た
。
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン

な
建
物
は
内
子
商
店
街
の
中
で
も
ひ

第
43
号

内
子
町
議
会
議
員
研
修
会

　
２
月
14
日
、「
旧
内
子
町
立
図
書
館
活
用
事
業
」「
上
芳
我
家
改
修
後
の
活
用
計
画
」

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　
寺
岡
　
保

た
も
つ

　

内
子
町
本
町
商
店
街
の
ほ
ぼ
中
心

に
あ
る
旧
内
子
町
立
図
書
館
。
新
し

い
図
書
情
報
館
が
完
成
し
た
後
は
、

商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
利
用
さ

れ
る
だ
け
で
、
有
効
な
活
用
が
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

23
年
度
、
こ
の
建
物
を
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
再
整
備
し
、
利
用

者
に「
内
子
町
全
体
」
の
魅
力
を
伝

え
る
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
す
る
計

画
が
あ
り
ま
す
。

　

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
一
般
的

に
は
国
立
公
園
な
ど
で
自
然
な
ど
の

情
報
を
展
示
・
解
説
し
、
公
園
の
案

内
を
行
う
施
設
で
す
。
来
訪
者
が
公

業
で
、
今
回
の
修
理
は
、
創
建
後
、

初
め
て
の
根
本
修
理
と
な
る
そ
う
で

す
。
地
域
の
歴
史
を
証
明
す
る
重
要

な
遺
産
で
あ
る
文
化
財
を
今
後
も
何

百
年
、
何
千
年
と
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
は
、
こ
れ
を
有
効
活
用
す
る

方
法
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
保
存

活
用
委
員
会
を
組
織
し
、
建
物
の
保

存
や
活
用
に
関
す
る
協
議
や
住
民
ヒ

ア
リ
ン
グ
な
ど
を
重
ね
検
討
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

修
理
後
は
、
重
要
文
化
財
と
し
て

の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

実
際
に
木
蝋
の
生
産
方
法
な
ど
を
見

せ
る
資
料
館
を
目
指
す
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
空
間
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

蝋
生
産
の
建
物
と
居
住
の
た
め
の
建

物
が
敷
地
内
に
10
棟
残
さ
れ
、
当
時

の
産
業
を
知
る
上
で
も
価
値
の
高
い

建
物
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

屋
敷
は
町
並
保
存
地
区
の
中
ほ
ど

に
あ
り
、
昭
和
56
年
か
ら
町
が
借
り

受
け
て
、
木
蝋
資
料
館「
上
芳
我
邸
」

と
し
て
有
料
で
公
開
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
20
年
か
ら
本
格
的
な
修
理

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
木
蝋

資
料
展
示
棟
の
み
の
開
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

重
要
文
化
財
の
修
理
は
、
建
物
や

歴
史
の
調
査
を
詳
し
く
行
っ
た
上
で

復
原
し
て
い
く
、
時
間
の
か
か
る
作

上
芳
我
家
住
宅
公
開
活
用
事
業

旧
内
子
町
立
図
書
館
活
用
事
業

く
り
の
企
画
な
ど
に
活
用
で
き
る
よ

う
に
、
庭
園
の
大
部
分
を
無
料
の
施

設
と
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

庭
園
を
無
料
開
放
し
た
場
合
、
町
並

み
を
訪
れ
る
年
間
20
万
人
余
り
の

観
光
客
の
う
ち
、
10
万
人
以
上
の
入

場
を
見
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
今

後
、
町
民
が
自
ら
事
業
を
企
画
し
た

り
、
運
営
に
関
わ
っ
た
り
し
な
が
ら

文
化
財
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行

え
る
よ
う
に
、
参
加
者
の
募
集
・
登

録
、
商
品
開
発
な
ど
、
再
オ
ー
プ
ン

に
向
け
て
準
備
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
有
料
で
公
開
す
る
主

屋
を
中
心
と
し
た
建
物
部
分
は
、
ガ

イ
ド
が
案
内
し
な
が
ら
邸
内
を
巡
る

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
子
町
の
観
光
も
多
く
の
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
参
加
に

よ
っ
て
内
子
座
や
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
多
く
の
施
設
が
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
質
の
良

い
観
光
シ
ス
テ
ム
が
築
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り

も
観
光
も
、
町
民
の
た
め
の
施
策
で

な
く
て
は
な
ら
ず
、
町
民
の
幸
せ
に

つ
な
が
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
11
月

に
再
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
予
定
の
上
芳

我
家
が
、
文
化
財
保
存
だ
け
で
な
く

町
の
観
光
振
興
と
歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
よ
う
期
待

し
ま
す
。

　２月９日に開かれた全国町村議会
議長会の第 62 回定期総会で、長年
にわたる町議会議員としての功労を
たたえて、宮岡德男議員に「全国町
村議会議長会表彰」が贈られました。
　宮岡議員は、平成７年２月に旧内
子町議会議員として初当選。以来、
16 年１カ月（23 年３月末現在）にわ
たって議員活動にあたってきまし
た。この間、「総務常任委員会委員」

「文教厚生常任委員会委員」「産業建
設常任委員会委員」などを務め、地
方自治の振興と発展のために力を尽
くしています。
　賞を受けて宮岡議員は、「町民の
皆さんの声を代弁するということを
モットーに、この 16 年間、議員活動
を行ってきました。町民の立場に立
ち、生活弱者の声が行政に届くよう
に、行政のチェック機関の一員とし
て頑張っていきたいと思います」と
語っていました。

◦内子町議会事務局（内子分庁内）
☎０８９３（４４）２１１５

全国町村議会議長会表彰を受賞

内子商店街の中ほどにある
旧内子町立図書館の外観

⦿宮岡德
とく

男
お

議員（日ノ地）


